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一、臓腑の中医学概念 

 

（一）臓腑の定義 

  臓腑は内臓の総称で、臓と腑二種類に分けられます。 

●臓は、蔵に通じて、貯える意味です。中医学の臓は精気を蔵する内臓です。 

  ●腑は、府に通じて、出入変化の意味です。中医学の腑は水穀を転化する内臓です。 

 

（二）臓腑の内容 

  １．臓 肝臓 心臓（心包） 脾臓 肺臓 腎臓 

 

  ２．腑 ①六腑： 胆腑 小腸腑 胃腑 大腸腑 膀胱腑 三焦腑 

      ②奇恒の腑： 胆 脳 骨 髄 脈 女子胞 

 

（三）臓腑の生理機能 

   １．臓の機能 精気の蔵し ●蔵 ●主/司 ●その他 

   ２．腑の機能 水穀の伝化 ●消化 ●伝送 ●その他 

 

二、臓腑の臨床応用 

（一）五臓中心の整体観念 

 

 

 

当資料の転載、複製、改変等は禁止いたします。 



（二）臓腑相互影響の診治特徴 

 

（三）基礎弁証法である臓腑弁証 

  １．臓病弁証 

 ２．腑病弁証  

 ３．臓腑同病弁証  

  例：脾胃の臓腑弁証 


